
 外部被ばくの線量を少なくするためには、３つの方法があります。  
  １つ目は離れるという方法です。放射性物質で汚染した土を取り除いて、生活の場

から離す、という方法がこれに当たります。  
  ２つ目は遮へいです。屋内にいるということや、放射性物質で汚染した土とその下

の汚染していない土を入替え、汚染していない土を遮へい材として用いることもこの
方法に当てはまります。  
  ３つ目は、空間線量率が高い所にいる時間を短くするという方法です。  
  （関連ページ：上巻P50「外部被ばく線量の特徴」）  
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